
問題量に大きな変化はなかったが，発展的な知識を問う問題が多く出題されたため，大きく難化したと言える。
大問１の微小管の 9＋2 構造や大問２の真体腔やはしご形神経系など，旧課程では扱いがあったものの，現行
の教科書に記載のないものが多く出題されており，一般的な受験生では正誤の判断がつかないものが散見さ
れた。計算問題もやや煩雑なものが多かった。血しょうの割合 55％などの細かな知識を前提としており，こ
れらも含めて全体的に難度の高い入試問題となっている。


